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は
じ
め
て
一
般
会
計
で
一
○
○
億
円
を
超
え
ま
し
た

平
成
四
年
度
の
市
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
が
一
○
’
’
億
三
、

六
○
○
万
円
、
伸
び
率
一
○
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
は
じ
め
て
一
○
○
億
円
を

超
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
特
別
会
計
や
企
業
会
計
を
含
め
た
合
計
で
も
、
’
五

四
億
九
、
八
○
’
万
四
千
円
、
伸
び
率
一
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
積
極
的

な
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
（
表
一
か
ら
三
を
参
照
く
だ
さ
い
）

こ
の
一
年
間
、
市
が
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
か
。
ま
ち
が
ど
う
変
わ
っ
て
い

く
の
か
。
す
べ
て
こ
の
予
算
に
盛
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
予
算
こ
そ
、
私
た
ち

市
民
生
活
の
毎
日
の
暮
ら
し
に
密
着
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
予
算
の
あ
ら
ま
し
や
大
久
保
市
長
、
石
井
教
育
長
の
予
算
の
編
成
方
針

な
ど
を
二
、
三
ぺ
ｌ
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
四
ペ
ー
ジ
か
ら
七
ぺ
ｌ
ジ

で
は
、
そ
の
具
体
的
な
仕
事
を
進
め
る
七
人
の
部
長
が
、
主
な
事
業
と
そ
の
予

算
額
を
紹
介
し
ま
す
。 蟇
ら

市民のみなさんの日常生活に

関連する仕事を中心に考え，こ

の予算を作りました。また，県

道高萩・大子線が国道461号(日

光・高萩線）になり，まちづく

りも，いよいよこれからです。

高萩市長

大久保清

や弱f

（
）

ま
ち
の
基
盤
づ
く
り
を
最
優
先

私
は
市
政
を
担
当
し
て
三
年
目
を

迎
え
ま
す
が
、
〃
生
活
の
安
定
と
福
祉

の
向
上
〃
を
め
ざ
し
、
地
域
社
会
づ

く
り
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
の
基
盤
づ

く
り
を
、
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
平
成
四
年
度
の
予
算

編
成
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
つ
く
っ
た
、

第
二
次
基
本
計
画
を
中
心
に
、
二
一

世
紀
を
展
望
し
た
「
海
と
緑
を
生
か

し
た
産
業
・
文
化
都
市
」
を
め
ざ
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
努

め
ま
し
た
。

予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
積

極
的
に
主
要
財
源
な
ど
の
確
保
と
重

点
的
・
効
率
的
配
分
に
力
を
入
れ
ま

し
た
。

調
話
の
と
れ
た
地
域
振
興
策

人
口
五
万
人
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

着
し
た
予
算

め
に
は
、
生
活
に
関
連
し
た
住
宅
団

地
や
新
た
な
就
労
の
場
を
確
保
す
る

工
業
団
地
の
造
成
な
ど
の
計
画
が
必

要
で
す
。
こ
の
た
め
、
み
な
さ
ん
の

要
望
に
応
え
た
調
和
の
と
れ
た
地
域

振
興
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
高
浜
・
有
明
海
岸
整
備
と

高
戸
マ
リ
ー
ナ
の
建
設
、
山
間
地
域

の
振
興
の
た
め
の
県
道
高
萩
・
塙
線
の

整
備
、
国
道
に
昇
格
し
た
高
萩
・
大
子

線
の
整
備
を
引
き
続
き
促
進
し
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
小
山
ダ
ム
の
建
設
に
伴
い
、

横
川
地
区
か
ら
強
い
要
請
の
あ
っ
た

活
性
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
ダ
ム
の

湖
面
を
含
め
た
地
域
整
備
計
画
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
、

進
め
ら
れ
て
い
る
公
共
下
水
道
事
業

や
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
も
引
き

続
き
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

農
業
振
興
の
た
め
土
地
基
盤
の
整
備

も
推
進
し
ま
す
。

『ｰ.

市
民
一
人
当
た
り
で

〆” 鷺… ： 、 ≦ ＃ 〆、

市民一人当たりの市税

121泡g7"
"①市民税 § ゞ〆60,773円

ョ §鯨|職黒黒7日）

h
.

市民二人当たし）に

使われるお金。 §

289，676円
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※なお， 人口は3月1日現在の35,336人で計算しました。
※(表1）の会計別の予算額では，一般会計と特別会計，企業会計の3つの予算と構成比, {lliび率が載っています
計の構成と予算額が大きいため，市民一人当たりに換算した(表3)がありますので， あわせてご覧ください。
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予算のあらま心

松
岡
城
跡
周
辺
整
備

新
た
な
施
策
と
し
て
は
、
歴
史
的

な
景
観
の
あ
る
松
岡
に
松
岡
城
跡
周

辺
整
備
を
行
い
ま
す
。
市
民
の
み
な

さ
ん
が
誇
れ
る
産
業
・
文
化
都
市
の

創
出
に
力
を
お
き
、
教
育
や
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
な
ど
を
行
い

ま
す
。
特
に
施
設
の
少
な
い
松
岡
地

区
（
小
島
団
地
周
辺
）
に
昨
年
か
ら

引
き
続
き
雇
用
促
進
事
業
団
と
共
同

施
行
に
よ
る
勤
労
者
体
育
施
設
を
完

成
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
の
基
本
構
想
づ

く
り
と
情
報
化
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、

そ
し
て
、
一
人
ぐ
ら
し
の
お
年
寄
り

の
み
な
さ
ん
の
た
め
の
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
な
ど
も
導
入
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ん
か
ら
ま

ち
づ
く
り
の
提
言
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。

会計別の予算額 (表1）

難溌溌蕊
弓 色唾溌

裁』

翁識 予; :』算額
構成比(％）伸び率(％）譲与鳥鐵蕊蕊跡

154億9,801万4千円
100.0 11.5

ふ八
傘孟

恥じ、 額

1021F3,600万円
66. 0 10，7

今
云般 計

15億5,010万円
10.0 2.3

同民健康保険

事 業
特

別 22億4,085万円
14.5 29．1

老人保健事業
会
計
企
業
会
計

41E2,500万円
2.7 15．5

町西側
整理

水道

上地区画

事業

事業

滅滅

幼
稚
園
で
二
年
保
育
を
実
施

市
長
の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
特
に
〃
心
身
と
も
に
健
康
な
人

づ
く
り
〃
と
、
〃
情
報
化
社
会
、
生
涯

学
習
社
会
に
あ
っ
た
諸
条
件
の
整

備
″
を
柱
と
し
た
予
算
編
成
に
心
が

け
ま
し
た
。

ま
ず
、
人
生
八
十
年
時
代
に
生
き

る
生
涯
の
基
礎
と
な
る
幼
児
教
育
の

ノ

81E9,118万8千円
5.8 0．9

11E5,487万6千円
1.0 3．2

[業用水道事業

はじめて一般会計が100億円を超えて，

伸び率も10.7パーセントとなりました。こ

れは，花貢衛生センターの建て替をはじめ，

し尿や下水道，消防などの仕事に取り組む

ため負担をしたためです。また，土地開発

基金や地域福祉基金などを設けたことなど

によります。

一般会計予算の構成 （表2）

102億3,600万円

ー

生
涯
学
習
活
動
の
推
進

充
実
を
め
ざ
し
ま
す
。
各
幼
稚
園
で

は
、
四
歳
児
を
加
え
た
二
年
保
育
と
、

専
任
の
園
長
を
置
き
ま
し
た
。
幼
児

に
い
っ
そ
う
豊
か
な
心
を
育
て
、
保

護
者
の
み
な
さ
ん
と
も
十
分
か
か
わ

り
を
も
ち
な
が
ら
、
健
や
か
な
成
長

を
期
待
し
ま
す
。

ま
た
、
急
速
な
変
化
を
み
せ
る
社

高齢化や情報化，国際化の時

代を迎えて，これからますます

生涯学習が大切です。幼児から

お年寄りまで，心豊かな人づく

りを心がけていきます。

高萩市教育長

石井満

会
に
対
応
し
て
、
各
中
学
校
へ
の
パ

ソ
コ
ン
教
室
の
整
備
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
涯
学
習
活
動

の
推
進
の
た
め
、
〃
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム
（
パ
ソ
コ
ン
通
信
）
〃
を
設
置
し
、

い
つ
で
も
、
中
央
か
ら
の
適
切
な
情

報
を
得
て
、
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
生
涯
学
習
推

進
の
た
め
の
組
織
や
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
検
討
を
進
め
、

今
年
度
中
に
基
本
構
想
が
で
き
る

よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、

市
民
の
み
な
さ
ん
が
よ
り
快
適
な

な
か
で
、
い
ろ
い
ろ
な
学
習
活
動

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
継
続
し
て
秋

山
中
学
校
の
改
築
を
は
じ
め
、
中
央

公
民
館
や
各
施
設
の
補
修
、
整
備
に

つ
い
て
も
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
国
際
理
解
や
交
流
に
つ
い

て
も
、
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。
、

ー

議会費･商工費･労働費ほか

教育費

44,Z16円

その他

26．387円

衛生費

21，143円

農林水産業費

20，411円

公債費

29,650円

I
一般会計は，市の中心部分をまかなう仕事です。特別会計は， 3つの特定事業を，そして

企業会計は，独立採算制で2つの事業をしています。
③
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前
の
ペ
ー
ジ
で
市
長
と
教
育
長
の
基

本
的
な
考
え
方
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
〃
海

と
緑
を
生
か
し
た
産
業
・
文
化
都
市
″

づ
く
り
で
す
。

今
年
度
の
仕
事
を
進
め
る
う
え
で
、

第
二
次
基
本
計
画
に
盛
ら
れ
た
施
策
の

大
綱
を
実
現
す
る
た
め
に
、
次
の
七
つ

の
柱
に
基
づ
い
て
実
施
し
ま
す
。

○
土
地
利
用
と
水
資
源

○
都
市
発
展
の
基
礎
づ
く
り

○
人
間
優
先
の
生
活
環
境
づ
く
り

○
心
豊
か
な
人
づ
く
り

○
健
康
で
や
す
ら
か
な

地
域
社
会
づ
く
り

○
活
力
あ
る
市
民
生
活
を
つ
く
り
出
す

産
業
づ
く
り

○
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る

行
財
政
の
実
現

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
仕
事
を
具
体
的

に
進
め
て
い
く
七
人
の
部
長
に
、
四
ペ

ー
ジ
か
ら
七
ペ
ー
ジ
ま
で
に
わ
た
っ
て
、

そ
の
主
な
事
業
と
予
算
額
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
す
。

（
）
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日
ご
ろ
市
の
経
済
や
社
会
福
祉
、
文
化
な

ど
全
般
に
わ
た
り
、
市
政
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
功
労
者
の
み
な
さ
ん
を
、
一
一
月
に
市

民
表
彰
し
ま
す
。

広
報
広
聴
に
つ
い
て
は
、
市
報
た
か
は
ぎ

を
毎
月
、
表
紙
・
裏
表
紙
を
二
色
印
刷
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
内
容
で
情

報
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
参
加
に
よ
る

ビ
デ
オ
コ
ン
ク
ー
ル
や
市
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に

市
報
た
か
は
ぎ
を

毎
月
二
色
で
発
行
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市長公室長

大越 隆

山
間
地
域
を
自
然
と
共
生
し
な
が
ら
整
備

す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
す
。
当
面
は
、

山
間
地
域
の
交
通
機
関
の
確
保
の
た
め
に
代

替
え
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
ま
た
、
県
道
高
萩
．

大
子
線
に
つ
い
て
は
、
国
道
昇
格
運
動
を
関
係

市
町
村
と
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
昇
格
が
決
ま
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
整
備

の
促
進
を
働
き
か
け
て
行
き
ま
す
。

広
報
ビ
デ
オ
の
作
成
を
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
て
市
民
の
み
な
さ

ん
の
声
を
市
政
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
憲
章
推
進
協
議
会
に
お
い
て
は
、
市

民
参
加
を
い
た
だ
き
市
民
憲
章
に
そ
う
ま
ち

づ
く
り
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
民
間

交
通
指
導
貝
に
よ
る
立
哨
や
交
通
安
全
教
室

等
を
通
じ
、
交
通
事
故
防
止
と
交
通
安
全
思

想
の
高
揚
と
普
及
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
行
政
へ
の
需
要
が
多
様
化
し
て
い

ま
す
の
で
、
円
滑
な
事
務
事
業
を
推
進
す
る

た
め
職
員
の
研
修
を
実
施
し
て
、
資
質
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

将
来
の
都
市
づ
く
り
と
し
て
高
萩
丘
陵
新

都
市
整
備
構
想
の
実
現
の
た
め
の
基
本
計
画

を
地
域
振
興
整
備
公
団
や
県
、
市
と
で
作
成

※

す
る
と
と
も
に
、
電
脳
リ
ゾ
ー
ト
構
想
に
つ

い
て
も
調
査
を
し
て
い
き
ま
す
。

小
山
ダ
ム
周
辺
環
境
整
備
に
つ
い
て
も
、

基
本
計
画
の
策
定
や
開
発
方
策
に
つ
い
て
検

討
し
、
山
間
地
域
の
整
備
に
つ
い
て
一
歩
前

進
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

山
間
地
域
の
整
備
に
つ
い
て

国
道
昇
格
が
決
ま
る

※電脳リゾート構想とは，通産省が提唱するもので，情報ネットワークを活用して
備していこうというものです。

仕事や生活， ゆとり，そして，遊びといった複合的な機能を段階的に整
④



主な事業と予算額

松
岡
城
跡
周
辺
（
小
学
校
周
辺
）
は
、
城

下
町
と
し
て
の
歴
史
的
な
景
観
を
漂
わ
せ
て

い
る
地
域
で
す
。
し
か
し
、
都
市
化
の
進
展

や
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
そ
の
面
影
が
薄

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
地
域
社
会
の

発
展
と
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
を
椛
進
し
、

国
の
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
一
環
と
し
て
、

市
民
が
誇
れ
る
よ
う
な
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
に

し
て
い
き
ま
す
。

＊
小
学
校
な
ど
、
公
共
施
設
の
門
や
塀
を
和

風
の
木
柱
や
土
塀
等
に
直
し
、
歴
史
的
な

た
た
ず
ま
い
を
再
現
し
ま
す
。

＊
竜
子
川
沿
い
の
み
ち
な
み
を
、
生
け
垣
や

松
岡
地
区
環
境
整
備
事
業

ゴ一般会計新規事業

Ji

配t

建設部長
たい じ

林 泰治

踊

巽
誼
里

継続事業
高
戸
地
区
一
二
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
行
人
塚
．

石
河
原
地
区
六
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
区
画

整
理
調
査
委
託
事
業
を
行
い
ま
す
。

市
街
地
整
備
の
基
本
構
想
を
つ
く
り
、
市

街
地
整
備
の
必
要
性
や
方
向
に
つ
い
て
関
係

住
民
の
み
な
さ
ん
と
市
が
共
通
の
認
識
に
立

っ
て
、
基
本
構
想
の
現
実
方
策
を
検
討
し
て

い
く
た
め
の
調
査
で
す
。

土
地
区
画
整
理
調
査

（
Ａ
調
査
）
委
託
事
業

自
然
石
積
み
な
ど
に
よ
り
、
親
し
み
の
あ

る
生
活
道
路
に
変
え
ま
す
。

＊
石
畳
風
の
歩
道
の
舗
装
や
植
栽
、
橋
（
関

根
橋
、
大
手
橋
）
に
歴
史
的
な
ま
ち
な
み

に
あ
う
姿
を
閂
現
し
ま
す
。

＊
城
跡
の
玄
関
口
と
し
て
城
を
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
多
目
的
広
場
や
桜
並
木
、
駐
車
場
の

整
備
、
堀
跡
の
保
全
整
備
な
ど
を
行
い
ま

半
ｑ
／
○

市道改良事業 2億2,860万5千円

市道舗装事業 1億3,755万円

側溝･排水路整備事業 4,156万円

交通安全施設整備事業 4,415万2千円

河川改修事業(境川,谷川,秋山川）5,583万8千円

都市計画道路,東本町高萩線(3．4．6号）

改良事業 1億6,902万6千円

都市下水路等整備事業(本町,安良jl l柳町)7,771万6千円

高萩市平面図作成事業 2,343万3千円

ー

土木費

十王広域下水道組合負担金2億91287万3千円

区画整理事業特別会計繰出金1億2,994万2千偶

日立･高萩・

町西側土地

高浜町花貫市営住宅建て替え事業2,346万7千円

2千円｜ ｜児童公園整備事業 1 ,125万
瑳謹篝菱葦塞葺蕊篝壁簔篭謹蕊蕊慧琴環護､4蕊.J,』￥韓灘梁f蝉.憩埼･巻: ･ ･騨嬢識舞鐸篝脅蕊篝蕊
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負

い
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熱毎
年
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し

て
、
建
設
を
進
め
て
い
る
集
会
所
を
今
年
は
、

台
高
萩
地
区
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

財
政
の
健
全
な
運
営
に
努
力

常
に
安
定
し
た
収
入
を
確
保
し
な
が
ら
財

政
の
健
全
な
運
営
に
努
め
る
こ
と
が
、
市
民

福
祉
の
向
上
と
生
活
の
安
定
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
財
政
の
硬
直
化
を
防
ぎ
弾
力
的
な
運

営
を
め
ざ
し
て
、
減
債
（
借
入
金
返
済
の
た

め
の
）
梨
金
、
地
域
振
興
基
金
な
ど
三
億
七
、

七
一
八
万
八
千
円
を
積
み
立
て
、
用
地
の
先

行
取
紳
を
容
易
に
す
る
た
め
の
土
地
開
発
基

金
一
億
四
、
八
○
○
万
川
を
設
け
ま
し
た
。

台
高
萩
地
区
に
集
会
所
を
設
置

～

総務部長
ひろし

大部浩志

ま
た
、
平
成
六
年
度
の
評
価
替
え
に
向
け

て
、
固
定
資
産
税
の
評
価
の
均
衡
化
・
適
正

化
の
堆
本
と
な
る
評
川
の
価
格
を
専
門
の
不

動
雌
鑑
定
業
者
に
鑑
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

七
月
ご
ろ
改
選
さ
れ
る
参
議
院
議
員
の
通

常
選
挙
費
も
取
っ
て
あ
り
ま
す
。

毎
年
、
調
査
し
て
い
る
各
種
の
統
計
資
料

を
五
年
間
分
ま
と
め
て
「
統
計
た
か
は
ぎ
」

と
し
て
発
行
し
ま
す
。

消
防
の
充
実
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。
詰
所

や
車
庫
の
整
備
を
し
た
り
、
小
型
ポ
ン
プ
付

積
戦
車
を
附
入
し
、
油
防
活
動
を
さ
ら
に
充

実
し
ま
す
。

主般会計新親事業Ⅱ ？” 「
統
計
た
か
は
ぎ
を
発
行

卜

JfJ'継続事業 〆
088万7千円

1 ,150万円

36万円

3億9

窯蕊慧蕊篝篝議雲鑿篝鐸講篝篭霊鐵蕊霧鋳“ 、 ：噂､諾 ：;…､､粥･蕊: 亨:､..器製鐙塞ぎ蕊鐸慧姦蕊鑿豊蕊
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士木費

君ﾌ八丁 _, 二塁 さ |:『］

島名向洋台住宅団地入ロガ勅木原十

文字まで(市道207号線)道路改良工事
｛い] ｳ5 ‘t*ｵ;

上手綱堀の内帖県道高萩,塙線証(市，1億2,200万円
道1676号線)道路改良工事

島名小峰酒店＃鏡神社まで(市道102

号線)交通安全施設整備工事

松岡地区環境整備事業 7,664万3千円

土地区画整理調査委託料
たかど j,うにんづか いしかｲ､ ：，,

（高戸リ行人塚，石河原） 2,454万5千円

都市計画道路(仮称)高戸・有明線

測量設計等委託料 4,480万円

都市計画基礎調査委託料 702万5千円

市街地整備基本計画策定委託料 1 ,274万8千円

総務費
土地開発基金 1億4,800万円

台高萩地区の集会所の建設 2,891万3千円
土地の鑑定評価委託料 535万6千円



民
生
部
は
、
市
民
生
活
に
直
接
か
か
わ
る

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
戸
籍
や
年
金
、
健
康
保
険
、

健
康
診
査
業
務
な
ど
で
す
。
特
に
今
年
度
は
、

高
齢
化
社
会
に
備
え
た
施
策
の
展
開
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
わ
が
国
は
一
二
世
紀
の
初

め
に
は
、
ほ
ぼ
四
人
に
一
人
が
高
齢
者
に

な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
な
か
で
、
市
内
の
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
三
○
世
帯
へ
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。

地
域
福
祉
基
金

；
鎚馨等践､

民生部長

佐川庄一

継続事業
身体障害者保護経費 7,193万8千円

地域福祉基金積立金 1億1 ,054万8千円

社会福祉協議会補助金 1 ,313万6千円

養護・特別養護老人ホーム措置経費

1億4,269万5千円

家庭奉仕員事業経費 1 ,124万7千円

敬老祝金・記念品等経費 1 ,295万3千円

シルバー人材センター補助金2,409万4千円

重度心身障害者医療費等経費8,466万9千円

老人保健特別会計繰出金 1億1 ,292万9千円

児童手当・特例給付支給事業経費

9,101万6千円

国民健康保険繰出金 3,089万6千円

蹄
燃
鱸
鮒
鯛
淋
蝋
燃
岬
撚
繊
紬
淑
鮴
辮
蝋
洲
嚥
瀞
灘
継
が
獅
秘
癖
噺
紙
辨
職
鵠
樹
慨
灘
縦
獅
燃
職
減
鱗
溌
職
癖
獅
嫌
鯨
蝋
蝋

ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
だ
れ
も
健

康
で
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
聯
ら
す
こ
と
の

で
き
る
豊
か
な
長
寿
社
会
と
な
る
よ
う
、
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
健
康
や
福
祉
、
学

習
、
社
会
参
加
な
ど
Ⅲ
広
い
課
題
に
つ
い
て

穂
極
的
に
取
り
組
む
た
め
、
昨
年
度
の
七
千
万

円
に
加
え
、
今
年
度
は
一
億
一
、
○
五
四
万
八

千
円
を
地
域
福
祉
基
金
と
し
て
組
み
ま
し
た

公
共
下
水
道
の
区
域
外
を
対
象
と
し
た
、

し
尿
処
理
の
花
貰
衛
生
セ
ン
タ
ー
を
今
年
度

か
ら
二
か
年
で
建
て
替
え
ま
す
。

花
貫
衛
生
セ
ン
タ
ー
を
建
て
替
え

環
境
問
題
と
ゴ
ミ
は
、
切
り
離
し
て
考
え

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
家
庭
か
ら
で
る
ゴ

ミ
の
三
分
の
二
は
生
ゴ
ミ
で
す
。
こ
の
実
態

か
ら
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
堆
肥
と
し
て
の
資

源
化
を
め
ざ
し
、
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
を
購
入

す
る
場
合
、
市
で
一
部
補
助
金
を
出
し
て
普

及
を
呼
び
か
け
ま
す
。

生
ゴ
ミ
処
理
容
器
の
設
置
補
助

民生費
へ

鄙諄鄙

.ー

健康診査事業経費

各種予防接種事業経費

斎場管理運営費負担金

君田診療所運営費

公害調査の分析経費

崖券処理事業負担金等

円
円
円
円
円
円

千
千
千
千
千
千

９
７
１
４
２
５

万
万
万
万
万
万

２
２
９
２
３
４

７
７
９
３
２
８

８
４
３
４
２
６

３
２
５
１
２億３

衛生費

､bドピ叩､萱
] [号⑪] 司 二 ] [
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教
育
は
人
づ
く
り
で
す
。
教
育
内
容
の
充

実
の
た
め
、
引
き
続
き
英
語
指
導
助
手
を
採

用
し
て
い
く
と
と
も
に
、
学
力
向
上
対
策
研

究
推
進
事
業
や
道
徳
教
育
充
実
対
策
事
業
、

パ
ソ
コ
ン
教
育
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
（

学
校
給
食
用
の
食
器
な
ど
も
ア
ル
マ
イ
ト

（
ア
ル
ミ
）
か
ら
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ッ
ト
（
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
）
へ
取
り
替
え
て
い
き
ま
す
。

生
涯
学
習
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
市

民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
そ
の
中
心
と
な

る
基
本
構
想
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

生
涯
学
習
の
基
本
構
想
づ
く
り

l

一般会計新規事業
鐸

＃
一

一
篝
（
淳
蕊

q号

ー 露
鐸
謬
鍾
蛍
鐘
｝
謹
蓋
露
窪
鐸
鎚
謬
琴
毒
（
一
塞
懲

教育次長

江尻 寛

生
涯
学
習
の
具
体
的
な
事
業
と
し
て
、

新
た
に
家
庭
菜
附
の
満
座
を
開
き
、
家
族

ぐ
る
み
で
土
に
ふ
れ
、
専
門
指
導
員
の
も

と
で
、
収
穫
の
喜
び
や
漬
物
・
料
理
の
〃
お

ふ
く
ろ
の
味
″
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
親
子
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
と
し

て
、
二
十
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ヵ
ー
（
子
育
て

助
言
者
）
を
置
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
親
子

で
歴
史
探
訪
や
木
工
・
料
理
・
土
器
な
ど
を

作
っ
た
り
、
子
ど
も
芸
術
展
も
計
画
し
て
い

ま
す
。第

二
十
回
記
念
の
市
長
杯
争
奪
軟
式
野
球

大
会
事
業
で
は
、
記
念
講
演
会
や
野
球
教
室

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
二
年
計
画
で

か
ん
し
よ
う

市
営
野
球
場
の
フ
ェ
ン
ス
緩
衝
壁
を
取
り
付

け
ま
す
。

』
廷
き

そ
の
ほ
か
、
穂
積
家
住
宅
の
屋
根
の
葺
替

え
な
ど
文
化
財
保
護
に
努
め
ま
す
。

記
念
講
演
会
や
野
球
教
室

家
庭
菜
園
の
講
座
を
開
設

継続事業
虚封具罰蜂_割喀塞舞錘錘理謎卦龍謹暑目巽雷電<『

》
姻

姦
一
億

曹
飼
蕊
零
．
４
川
司

1 ,000万円
602万4千円

教育費|生涯学習推進事業 457万1千円

313万6千円

150万円

学校給食用

国際交流協

職織識慰霧職識灘職職嶋鍵議蕊敬聴 蝶織患蕊農､噂燕
出
品

率
巾
辞

率
、
１

乳

X廷奄

6

民生費

衛生費

ねたきレノ・一人暮らしのお年寄ﾚﾉ援護経費

1,104万8千円

(一人暮らしのお年寄り緊簔逼報ｼｽﾃﾑ370万2千円）
生ゴミ処理容器設置補助金(300個） 90万円

高萩需圓轄備費 155万6千円

花買衛生センターの建て替え負担金

9，361万9千円

教育費

中央公民館窓枠改修工事 3,333万2千円

文化会館空調等交換工事 3,215万3千円

君田中学校校舎大規模改造事業

（パソコン教室） 3,094万9千円
市営野球場緩衝壁取付工事 1 ,000万円

教科書改訂による指導書等 984万7千円

穂積家住宅屋根葺替工事 962万4千円

中戸川公民館落石防護工事 948万6千円

給食センター屋上防水・外壁塗装工事

高
松
高
市

萩小学校校舎屋上防水工事

岡小学校校舎屋上防水工事

萩小学校体育館床補修工事

円
円
円
円

千
千
千
千

５
２
９
３

万
万
万
万

１
９
８
７

８
５
３
１

８
６
６
４

長杯争奪軟式野球大会20回記念事業
260万6千円

生涯学習情報提供システム設置事業

243万3千円

艮庭教育ふれあい事業 203万円



鱸 瀞織撫

一般会計新規事業
農
林
業
の
振
興
策
と
し
て
、
継
続
事
業
で

水
田
の
転
作
（
水
田
農
業
確
立
対
策
事
業
）
や

農
地
（
農
業
生
産
）
の
基
盤
整
備
、
間
伐
促
進

お
お
の
う
上
ね
だ
恥
嗜
ら

強
化
対
策
事
業
、
大
能
・
米
平
線
林
道
開
設
事

業
な
ど
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

農
業
生
産
基
盤
の
整
備

､灘縦l蹄,‘

、正二

継続事業牛

尚

叱

Ｊ

県単土地改良事業(水路改修8，農道改良2，

農道舗装1 ） 5,524万円
市単土地改良事業(水路改修16,晨道橋改修1）

2,000万円

花貢j| |流域土地改良事業負担金(146ヘクター

ル) 31590万5千円

後谷下地区土地改良事業補助金

（17,4ヘクタール） 38万円

杉岡地区土地改良事業補助金

（17.7ヘクタール) 1 ,120万2千円

地籍調査事業 1 ,832万円
国補助林道開設事業

（大能･米平線,800メートル) 6,021万4千円

間伐促進強化対策事業 674万円

松くい虫防除対策事業 433万5千円

ま
た
、
商
工
業
の
振
興
策
と
し
て
、
そ
の

活
州
化
を
進
め
る
と
と
も
に
大
型
店
の
出
店

対
策
を
含
め
、
商
工
会
へ
助
成
を
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
小
島
団
地
へ
建
設
中
の
勤
労

者
体
育
施
設
は
、
七
月
末
ご
ろ
に
完
成
す
る

予
定
で
す
。
観
光
に
つ
い
て
は
、
花
貫
渓
谷

を
訪
れ
る
人
が
毎
年
増
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
増
加
対
策
と
し
て
大
能
駐
車
場
を
舗
装
・

整
備
し
ま
す
。

大
能
駐
車
場
を
整
備

）

お
お
が
ね
だ

人
金
田
地
区
に
多
目
的
集
会
所

あ
け
ば

新
規
事
業
と
し
て
は
、
上
手
綱
の
上
ヶ
柚

町
や
下
君
田
地
区
で
、
農
地
の
蕪
盤
整
価
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
横
川
の
大
金
田
地
区
に

多
目
的
集
会
所
を
建
設
す
る
の
を
は
じ
め
、

多
賀
林
業
振
興
会
と
市
の
協
賛
の
植
樹
祭
な

ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
森
林
公

園
の
外
周
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
を
つ
く
る
た

め
測
量
委
託
を
は
じ
め
公
園
ト
イ
レ
の
浄
化

梢
の
設
置
な
ど
を
し
ま
す
。

農林水

産業費

県勤労者リフレッシュ施設整備資金貸付金

1 1000万円

自治金融制度預託金 900万円

商工会運営費助成金 1 1797万4千円
産業祭補助金 240万円

観光協会補助金

（高萩まつﾚﾉ,海水浴場等） 881万4千円

商工費
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工
業
用
水
道
事
業
の
今
年
度
の
業
務
の
予

定
量
は
、
給
水
事
業
所
数
七
事
業
所
、
年
間

総
給
水
量
七
三
○
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
一
日

平
均
給
水
量
二
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
給
水

水
道
事
業
は
、
第
一
次
拡
張
事
業
の
第
一

期
工
事
が
昨
年
で
終
わ
り
、
平
成
三
年
五
月

十
三
日
か
ら
関
口
浄
水
場
で
、
一
部
、
通
水

を
は
じ
め
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

今
年
度
の
業
務
の
予
定
量
は
、
給
水
件
数

九
、
三
二
件
、
年
間
給
水
量
は
、
三
四
六

万
一
千
立
方
メ
ー
ト
ル
、
一
日
平
均
給
水
量

九
、
四
八
二
立
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。
ま
た
、

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＊
第
一
次
拡
張
事
業
二
期
工
事

配
水
管
布
設
工
事
延
長
一
、
○
三
八
メ
ー

ト
ル
、
そ
の
他
小
山
ダ
ム
負
担
金
等

＊
配
水
管
布
投
枠
え
工
事

下
水
道
工
事
関
連
延
長
七
一
○
メ
ー
ト
ル

市
道
改
良
工
事
関
連
延
長
三
一
○
メ
ー
ト
ル

＊
配
水
管
布
設
工
事

町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業
関
連

延
長
一
、
一
○
五
メ
ー
ト
ル

第
一
次
拡
張
事
業

工
業
用
水
道
事
業

窪鐵

■ね ､煮

水道課参事
たけお

神代芙男

今
年
度
は
《
新
規
事
業
を
大
幅
に
増
や
し
、

ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
の
事
業
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
な
が
ら
、
き
め
細
や
か
な
予
算
に
な

る
よ
う
に
努
力
し
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
、
ま
ち

づ
く
り
へ
の
提
言
、
夢
蒔
そ
れ
を
か
な
え
て

く
れ
る
の
が
こ
の
予
算
で
す
。

も
っ
と
予
算
に
関
心
を
持
っ
て
、
市
民
の

み
な
さ
ん
も
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
市

と
と
も
に
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
が
一
番
大
切

な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
を

区
域
は
、
松
久
保
工
業
団
地
及
び
安
良
川
地

内
で
す
。
主
な
事
業
は
、
町
西
側
土
地
区
画

整
理
事
業
関
連
の
配
水
管
布
設
替
え
、
延
長

一
八
七
メ
ー
ト
ル
の
工
事
で
す
。

企業会計新規事業 。
水道事業の主な建設改良事業

第一次拡張事業費 1億578万8千円

配水管布設替え工事 6,283万2千円
水道

配水管布設工事 3,992万6千円

支
え
る
予
算

齢瀞灘瀞､溌蟹凝識灘蕊蕊篭蕊職､驚謹鑑津婁蕊熟瀦露患溝鞍#“辮蕊辮噸篭識鞭騨購蕊蕊撫撒鱗溌蕊

「お水はおい
-ﾌへい

と森宗洸平＜

さんの美知代

しい刀＆」

んとお母

さん

湾

(高浜

7

主な事業と予算額

農林水

産業費

商工費

横川の大金田地区多目的集会施設の建設

（木造53平方メートル） 1,264万円
下君田地区土地改良事業補助金

（7ヘクタール） 1 ,700万5千円
上手綱の上ヶ穗町地区土地改良事業補助金

（6.5ヘクタール） 879万5千円
多賀林業振興会緑化推進記念植樹祭負担金90万円
森林公園のジョギングコース(1,300メートル）
の測量委託と浄化槽設置事業662万3千円

商店街活性化施設整備事業補助金(山手地区，
高萩･大子線沿線の街路灯の設置）

1,507万6千円

大能駐車場整備事業 1‘100万円

;'’2



臨
海
部
と
内
陸
部
を

結
ぶ
重
要
な
道
路

ま
ず
、
例
一
を
兄
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
区
間
の

一
五
一
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
、
三
川
二
九
Ⅱ
伽

に
開
か
れ
た
国
の
道
路
群
縦
会
で
、
Ｈ
光
・
商
萩

線
（
国
道
四
六
一
号
）
と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

日
光
市
は
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
日
光
東
照
宮
の
門

前
町
と
し
て
栄
え
る
岡
際
的
な
観
光
都
市
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
県
道
（
主
要
地
方
道
）
高
萩
・
大

子
線
か
ら
日
光
に
い
た
る
地
方
道
は
、
古
く
か
ら

臨
海
部
と
内
陸
部
を
結
ぶ
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
国
道
昇
格
に
よ
り
、
そ
の
役
割
は

さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

高
萩
市
は
、
海
と
い
う
内
陸
部
に
な
い
恵
ま
れ

た
自
然
を
持
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
臨
海
部
の
す

ぐ
西
側
に
は
、
自
然
を
豊
富
に
残
し
た
山
が
あ
り
、

海
と
山
に
包
ま
れ
た
高
萩
の
文
化
を
築
い
て
き
ま

し
た
。
こ
の
国
道
昇
格
は
、
高
萩
市
の
発
展
と
観

光
開
発
な
ど
を
担
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ

「
三

Ｆ
」

市
耀
篭
栃
木
県

号
車
社
会
の
中
で
、
私
た
ち
の
生
活
行
動
範
囲
は
ま
す
ま
す

岫
吠
業
そ
し
て
文
化
の
交
流
な
ど
に
交
通
網
の
整
備
は
、
市
の

鎚
畦
い
ま
す
．

祁
叫
格

そ
の
な
か
で
も
県
道
（
主
要
地
方
道
）
高
萩
・
大
子
線
の
整

挙
腺
昇

好
緋
を
図
る
た
め
に
も
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は

・
執
し
、
恵
ま
れ
た
海
岸
線
を
持
つ
高
萩
市
と
、
国
際
的
な
観
光

翻
糯
の
国
道
昇
格
運
動
を
強
く
進
め
て
き
ま
し
た
．
そ
の
結
果

県
日
に
な
り
ま
し
た
．
そ
こ
で
、
「
進
む
道
路
網
の
整
備
」
を
テ
ー

九
ペ
ー
ジ
の
図
二
を
兄
て
く
だ
さ
い
。
各
地
域

を
南
北
に
縦
に
走
る
道
路
が
、
尚
迎
日
勤
血
道
や

同
道
と
し
て
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、

臨
海
部
と
内
陸
部
で
あ
る
束
川
を
結
ぶ
路
線
は
、

主
要
道
路
と
し
て
の
倒
道
も
無
く
、
そ
の
整
備
率

も
大
変
低
い
状
況
で
す
。
交
通
体
系
の
中
心
と
な

る
高
速
自
動
車
道
は
、
高
萩
市
を
縦
に
走
る
常
磐

自
動
車
道
（
高
萩
Ｉ
Ｃ
）
と
、
そ
れ
に
平
行
し
て

栃
木
県
側
に
は
東
北
自
動
車
道
（
矢
板
Ｉ
Ｃ
）
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
二
本
の
高
速
自
動
車
道
を
結
ぶ

日
光
・
高
萩
線
の
整
備
が
、
産
業
や
経
済
の
発
展

を
握
る
錐
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
昭
和
六
○
年
か
ら
、
こ
の
東
西
を
結
ぶ

道
路
と
し
て
日
光
・
高
萩
線
を
提
案
し
、
そ
の
区

間
の
国
道
昇
格
を
要
求
し
て
、
表
一
の
「
こ
れ
ま

で
の
国
道
昇
格
運
動
の
経
過
」
の
よ
う
に
五
市
町

常
磐
道
と
東
北
道
を
結
ぶ

れ
の
市
町
村
が
も
つ
文
化
の
交
流
の
機
会
を
つ
く

る
大
切
な
役
削
も
川
っ
て
い
ま
す
。

＝垂

国
際
的
観
光
都
亜

を
結
ぶ
道
路
が

道
に

格
⑨



長年の夢海かなゴE国道隅
今
回
の
国
道
昇
格
運
動
を
見
て
も
分
か
り
ま
す

よ
う
に
、
市
だ
け
の
力
で
実
現
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
関
係
す
る
市
町
村
や
県
な
ど
が
協
力

す
る
こ
と
で
そ
の
成
果
が
出
ま
し
た
。
ま
た
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
強
い
願
い
や
働
き
か
け
、
そ

ま
す
。
市
で
は
、
国
道
昇
格
を
機
に
、
「
働
く
・
住

む
．
楽
し
む
」
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

行
政
と
市
民
の
み
な
さ
ん
の

二
つ
の
力

､銅_〆銅〆〆rt／‐門司-／"一門／●昇乱／●=A／‐門司ﾉｰ一A／"~』ﾉｰAﾉ』ノーユ ノュノュノ 》 / ､ /

‘高萩市街地まで2車線道路で”を合い言葉に，

大能地区では, 20数年前から道路整備の運動を呼

びかけてきました。当時は，市街地の道路も整備

が遅れていた時代で，夢のような話でした。その

長年の夢が国道日光･高萩線として実現し,大能地

区では，喜びとともに感謝の気持ちで一杯です。

大能地区の道路は，積雪でスクールバスが通行

,木,難になったりしてしまう状態です。 また過疎化

の防止には，道路の整備しかないと思い続けてき

ました。大能地区を縦貫する道路が国道に昇格し

たことにより，私たちの未来に明るい展望が開け

たような気がします。今後は，市で進めています，

丘陵新都市整備構想の計画とあわせて，地域の発

展を期待してやみません。

大能地区常設委員

佐川順一郎さん

（大能）

鰯
蕊§f蕊蒸:：

し
て
国
道
昇
格
の
早
期
実
現
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
駅

伝
大
会
を
開
き
、
た
す
き
を
つ
な
ぐ
走
者
を
応
援

す
る
沿
道
の
み
な
さ
ん
の
声
援
が
あ
っ
て
初
め
て

実
現
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
自
分
た
ち
で
行
動
し
育
て
よ

う
と
い
う
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
姿
勢

が
行
政
を
支
え
ま
す
。
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん

だ
今
、
次
の
ス
テ
ヅ
プ
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た

め
に
も
、
近
隣
市
町
村
と
市
民
の
み
な
さ
ん
の
二

つ
の
力
を
合
わ
せ
て
、
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
さ
ら
に
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

獅な雄M光J蝉蝉曾期撤
ろず』 二つ

広大な山間地域を持つ高萩市にとって，肋骨道

路と1l乎ばれるこの道路の国道昇格には，大きな期

待を寄せています｡それは， 日光市と高萩市が，

|ｴ|道という一つの大きなパイプでつながれたとい

うイメージによって， 日光市を訪れたみなさんが，

高萩市を通る新たな観光ルートがつくられるとい

う期待感です。

また，今は分かれていますが，栃木と茨城にま

たがって一つの青年会議所のブロックを形成して

いた時代がありました。今後，茨城ブロックと栃

木ブロックとが， より親密な関係となっていくと

予想されます。それには，道路の整備が一刻も早

鍵馨

§曇 ー

識

(社)高萩青年会議所
ひろし

理事長川井啓司さん

（大和町）

〃

▲さ
/

⑨



出来たてのホヤホヤの施設や， もうすぐできる施設

を6つ紹介します。どんどん利用して，みなさんのふ

れあいの輪を広げてください。また，学校給食の食器

も変わりつつありますので， あわせて紹介します。が変わります
曇

憩い
七 一P一

一重露認.霊塞

あい広場",西側の郵便局前に“駅

前ポケットパーク”がそれぞれ整

備されています。ちょっとした語

らいの場や， まちのなかのいこい

の場として，みなさんに利用して

いただける広場です。

ｰ 国

駅東3,れあい広場と駅前ボケットバクが整備され.高萩駅周辺は明るく, くつろぎに満ちた空間に生まれ変わります

夜景も美しい広場です。

‐ 自治会や子ども会，詩吟の練習

などに， もう使っています。石滝

団地の20周年記念を， この集会所

の落成式とあわせて行いました。

集まるところができて， いっそう

ふれあいが高まってきました。

蕊

斉藤 勝さん
（石滝）

曲語哩噌

I

f"轆童公麺蕊J心 小島団地の南側にある後谷下地

区の水田や農用地などの整備によ

り，その用水地としての調整池の

周りに，ベンチやテーブルなどを

つくり，周辺のみなさんのいこい

の場として整備しました。

松岡地区公民節の西側に，松岡

児童公|童|の整備をしています。こ

の公|東|は，今年も引き続き整備を

していき， もうすぐ， きれいな児

童公|刺に生まれ変わります。

溌獅巌騒蕊箇…

⑩(松岡中学校の校舎増築事業や秋山中学校の校舎改築事業，石滝上の台集会所建設費の－部は，郵便局の簡易保険の積立金から融資を受けています。
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蕊#蝉 驚蕊灘 松岡小学校での給食風景鐵灘

霧§蕊 鍵師

昨年から市内の小学1年生の給食容器がアルマイト製からポリカーボネット製など

に変わりました。平成4年度には順次広げ,早い時機に，小･中学校の全学年の容器

をポリカーボネット製などに変えていきます。 「手ざわﾚﾉもよく， カラフルであた

たかみがあり，食事の雰囲気にあっている」と好評です。
ー

学校にパソコン教室ができてと

てもうれしい。パソコンには，す

ごく興味があります。普通の授業

よりも，とても楽しみ,早く使いた

いですね、

鶏
騨鵡

季

《錘
砕く

挙這

露鍔：
;錐 ~潅令

松岡中2年
あさみ

川島麻美さん

認『

》
達

鑿議
詔壹

ｰ

霞｡謬

議
参一

惑蕊鰯
識

鐸

一

一

一

Ｆ
》
Ｌ
巴

箪識

瀞
鶴
《

識 綴崖
Ａ
引
渡

夢

一

山

Ｃ

正

讓
難

斗
＆
コ
ロ
マ … “蕊…二

鐸

慰
癖
認……箪 蕊 ）

．〆
咄
、

古い校舎がなくなってしまうの

魚 さびしいですが，早く新しい校

に入って勉強したいと思います

学期から入れそうなので，今か

待ち遠しいです。

よさぴしいです力

秋山中2年
けいすけ

大月啓紡ぐん(右)と

大武直樹<ん

毛彗に人っーL池5亜し

背

凸酔

驚一

織鶴懲灘識織譲蕊議耀蕊霧騨蕃蕊鍵譲霧

室分の一棟は9月完成予定）秋山中学校の校舎改築(普通教
鐸 ゴィ群

⑪



子どもたちに安

良い給食を

全で

作
っ
て
い
た
の
で
は
、
限
り

あ
る
給
食
費
が
無
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
も
の
ね
。

／
、

深
谷
毎
日
、
何
人
く
ら
い
の
給

食
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

豊
田
市
内
の
小
・
中
学
校
用
に
、

一
日
約
五
千
人
分
に
な
り
ま
す
。

深
谷
多
い
で
す
ね
。
給
食
セ
ン

タ
ー
で
全
部
作
る
の
で
す
か
。

豊
田
ご
飯
や
パ
ン
は
、
各
業
者

で
炊
い
た
り
焼
い
た
も
の
で
す
。

お
か
ず
類
は
、
こ
こ
で
調
理
し
た

衛
生
管
理
を
大
切
に

ン
タ
ー

で
一
弘

｜
’蕊雛 盆23－7412

~。到二に達罫藤 甚溌鱈感蕊溌践

り
、
あ
る
程
度
加
工
さ
れ
て
い
る

も
の
で
も
熱
処
理
し
、
子
ど
も
た
ち

に
合
う
よ
う
手
を
加
え
て
い
ま
す
”

深
谷
衛
生
面
で
の
管
理
は
、
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
か
。

豊
田
食
中
毒
防
止
の
た
め
、
食

器
は
熱
処
理
消
毒
を
、
職
員
は
保

菌
検
査
を
し
て
い
ま
す
。
調
理
に

必
要
な
食
品
は
、
全
て
入
札
で
決

め
、
調
理
の
前
日
に
食
品
の
鮮
度

を
確
認
し
ま
す
。
市
販
の
加
工
品

は
、
日
持
ち
を
考
え
て
添
加
物
が

入
っ
て
い
ま
す
が
、
学
校
給
食
用

は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
給
食
の
試

食
会
で
「
福
神
漬
け
が
赤
く
な
い
」

と
、
父
兄
の
み
な
さ
ん
に
び
っ
く

り
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

深
谷
厳
選
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

調
理
は
、
一
度
に
す
る
の
で
す
か
。

豊
田
各
学
校
に
配
送
す
る
時
間

に
合
わ
せ
て
調
理
し
ま
す
。
初
め

の
便
は
、
午
前
一
○
時
三
○
分
出

発
の
君
田
小
・
中
学
校
行
き
で
す
。

深
谷
早
い
時
間
に
調
理
し
ま
す

ね
。
冷
め
な
い
で
し
ょ
う
か
。

豊
田
温
か
い
も
の
を
そ
の
ま
ま

子
ど
も
た
ち
に
出
せ
る
よ
う
、
保

温
容
器
に
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

調
理
後
か
ら
給
食
時
間
ま
で
を
短

縮
す
る
た
め
、
配
送
時
間
ぎ
り
ぎ

り
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

深
谷
毎
日
の
献
立
は
、
栄
養
士

さ
ん
が
考
え
る
の
で
す
か
。

豊
田
は
い
。
給
食
セ
ン
タ
ー
に

い
る
県
職
員
の
栄
養
士
さ
ん
二

人
が
、
食
品
構
成
や
栄
養
量
を

一両

ー

深
谷
子
ど
も
た
ち
に
接
し
て
い

る
先
生
の
意
見
も
取
り
入
れ
て
い

る
の
で
す
ね
。

豊
田
米
は
、
県
内
の
各
学
校
同

じ
で
、
国
が
指
定
し
た
米
に
、

県
の
考
え
で
茨
城
産
の
コ
シ
ヒ

カ
リ
が
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
高
萩
市
で
は
米
に
麦

を
五
パ
ー
セ
ン
ト
入
れ
て
い
ま
す
画

深
谷
栄
養
価
を
考
え
て
麦
を
加

え
て
い
る
の
で
す
ね
。
献
立
も
ご

飯
も
の
が
多
く
な
る
で
し
ょ
う
ね
。

豊
田
現
在
は
、
平
均
し
て
ご
飯

が
週
二
・
五
回
、
パ
ン
が
二
回
、
メ

ン
が
○
・
五
回
を
基
準
に
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
、
週
三
回
の
ご

飯
給
食
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

深
谷
給
食
費
に
は
、
国
や
県
か

ら
補
助
金
が
出
な
い
の
で
す
か
。

豊
田
主
食
と
牛
乳
に
補
助
が
出

ま
す
が
、
お
か
ず
類
は
、
み
な
さ

ん
か
ら
集
め
る
給
食
費
で
負
担

し
て
い
ま
す
。
職
員
と
施
設
な

ど
に
か
か
る
お
金
は
、
市
で
負
担

し
て
い
ま
す
。
給
食
費
で
す
が
、

四
月
か
ら
改
定
を
し
ま
す
。
月
額
、

小
学
生
が
三
百
円
上
げ
て
三
、
六
○

○
円
に
、
中
学
生
が
四
百
円
上
げ

て
四
、
一
○
○
円
に
な
り
ま
す
。

深
谷
改
定
の
理
由
は
？

考
え
て
献
立
を
作
り
ま
す
。
献
立

を
作
る
段
階
で
、
各
学
校
の
給
食

主
任
の
先
生
と
の
話
し
合
い
も
持

ち
ま
す
。

四
月
か
ら
給
食
責
を
改
定

ｰ

■
露
悪
■

たけお

建雄さん(本町）
》
齢
葬
銅
銅
辮
鰯
銅
騨
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誕
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忽
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司Ｌ丸畠ふＦ９

吋

ヅ

．

諒

晶
眠
甜
咋
『
七
Ｐ
凸
茜
丸
箏
島

鄙
鎧
・
極
罰
蕊
叫
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●
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》
斑
晶
乳
口
鄙

討
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Ｆ
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Ｆ

堅

圭

賦

時

吻

叫

ｆ
』
群
錦
い
嘩
科

』 1 F葛JJ 望

Z舜噌吋輔一

年
三
月
で
し
た
。
こ
の
委
員
の
任
期
は
三
年
で
、
現
在
二
期
目

ま
さ
つ
ぐ

で
す
。
委
員
は
三
人
で
、
穂
積
政
次
さ
ん
（
上
手
綱
）
と
佐
川
順

一
郎
さ
ん
（
大
能
）
も
委
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
仕
事
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
な
じ
み
が
薄
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
、
そ
の
役
割
を
紹
介
し
ま
す
。

市
で
は
、
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
と
い
う
固
定
資
産
に
税

金
を
か
け
る
（
課
税
す
る
）
た
め
に
は
、
そ
の
固
定
資
産
を
正
し

く
評
価
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
市
で
は
、
そ
の
評

価
の
結
果
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
固
定

資
産
課
税
台
帳
を
み
な
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
が

課
税
台
帳
の
縦
覧
制
度
で
す
。
毎
年
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
納
付
書
を
出
す
前
に
、
税
務
課
の
窓
口
で
縦
覧
で
き
ま
す

こ
の
時
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
自
分
の
固
定
資
産
の
評

価
に
不
服
が
あ
れ
ば
、
一
定
期
間
内
に
私
た
ち
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
に
そ
の
こ
と
を
申
し
立
て
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

こ
れ
は
、
固
定
資
産
の
評
価
を
よ
り
適
正
に
、
よ
り
公
正
に
行

う
た
め
、
市
長
か
ら
独
立
し
た
中
立
的
機
関
に
よ
っ
て
審
査
す

私
が
、
市
議
会
の
同
意
を
も
ら
っ
て
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
選
ば
れ
、
こ
の
仕
事
に
つ
い
た
の
は
、
昭
和
六
二

適旺で公旺

な評価を

見守づごいま

識
蕊
零
溌
薙
競
灘
羅

▲今年の課税台帳の縦覧から

舜離

驚
吟T Z

#蕊、
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蕊遥鐙蕊蕊蕊舞声

荒川三郎さん

出身地：下手綱

i& 現fi所：水戸市

詮 ふる さと うた

i古里の詩

鑿

…

篭鍵鍾蕊

I 1
春まだ浅い日に，小学校の|『1級生から「能仁寺下の道に，

ビロードのような猫柳はまだあるだろうか。山路には， ジジ

ババの花が今でも|咲いているだろうか」という47年ぶりのお

便りをいただきました。それぞれが異郷の地で， 占里の懐か

しい自然の景観を胸の'1 'にililめていることがしのばれて，心
がなどみます。

につ 二‘ 廿い

私の古里自‘|塑の一つに，松岡八景があります。 「竜子のH肯
らん

嵐」 と言えば，つい岐近，雌しい新聞記事に接しました。高

萩市長さん以下みなさんのご努力による松岡城趾や城下町の
整備計画は，朗報です。

子どものころ， いつも登った城跡には， お堀や土塁，登城

坂道，犬走り，切り通し，礎石，古井戸などがあり，古城の

輪郭がはっきりと脳裏によみがえります。

さて，私たち兄妹が，新年会用に作訶作曲した拙い“古里
の詩” をご紹介します。

三，
ざ つ き 二かね

久しぶりだよ五月暗の空は揺れて稲穂の黄金の波は
ニいりJぼ え ひ十

男節句の鯉幟り 今年や豊年恵比須顔
たん母 尋／〉

手綱田圃にや早乙女揃い 早起き稲刈り小田木を積んで

唄も流れる田植|ﾘ! l111りくねりの天南道(堂）

二, llLI ,
にお

ぐみの匂いの山坂道を 秤は菜の花明るくかすみ

登る牛車も のんびりと 街は馬｢|]・ 花吹雪

藤の花咲く 薄紫に 仔馬売られて親馬帰りや

山を色どる岩ノ坂(作） 鐘が'鳴ります能に寺

…以下省略。 ＊楽譜ご希望の人は， ご一報ください。

（水戸市元吉田町2103-2a(0292)47-4522)

､悪感〃;〃｡F¥
： ： ； ” ； ．

(総食惣シダ学溌長）

豊
田
食
料
品
の
値
上
が
り
で
す

ね
。
特
に
野
菜
の
値
上
が
り
が
一
番

で
す
。
ま
た
、
ご
飯
給
食
へ
の
国
や

県
か
ら
の
補
助
が
五
五
か
ら
四
五
パ

ー
セ
ン
ト
に
減
っ
た
の
も
一
因
で
す
。

深
谷
本
当
に
野
菜
類
は
、
全
体

的
に
高
く
な
り
ま
し
た
ね
。

豊
田
給
食
費
の
改
定
に
つ
い
て

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
医
、
商
工
会

な
ど
の
み
な
さ
ん
が
入
っ
て
い
る

給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
な
ど

で
十
分
検
討
し
て
決
め
ら
れ
ま
し

た
。
消
費
税
の
導
入
で
＄
平
成
元
年

に
消
費
税
相
当
分
の
百
円
を
上
げ

て
以
来
、
昭
和
五
九
年
か
ら
改
定
せ

ー

ず
に
や
り
く
り
を
し
て
来
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
、
改
定
に
踏
み
切

り
ま
し
た
。

深
谷
小
学
生
と
中
学
生
の
差
が

五
百
円
に
な
り
ま
す
ね
。

豊
田
は
い
。
こ
れ
も
委
員
会
な

ど
で
話
し
合
わ
れ
、
中
学
生
に
な

り
ま
す
と
、
小
学
生
よ
り
食
事
の

量
が
ぐ
ん
と
増
え
ま
す
の
で
、
差

を
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

深
谷
物
価
が
上
が
っ
て
い
る
の

で
、
値
上
げ
も
や
む
を
え
な
い
で

し
ょ
う
ね
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

ー

霧 愈
錨

秒

圦

酎

吋

蕊

恥

均
批
軸
叩
削

で
剣
１
１

鋤
以
小
眼
吋

、
伽
凸
呂
・

辮
轆
鰕

畢

散

や

証

１

４

冊

鞭
筑
出

咄捗

牌
好
寺
罰

踊

ｒ
Ｆ
賊

即

い

‐

が

』・

僻
哺
騨
謁

冒

ｉ

ｆ

脚

”
晶
吻
識
噛

幸

哉
叫

垂

畑
』

副

』

笥

弥

ヤ

師

繩

誠

岬

蝿

ｒ

母

町
珀

、

Ｍ

啄
矧
凸
睡

』
吋

に

罰

吋

慨
噴
紗 嬢鰄織職総鮒織灘鱗繍溌鱸蝋鴬灘蕊蕊溌溌罵蕊驚蕊
熱
識
識
騨
郵
癖
認
鑓
識
溌
鍾
蕊
溌
謹
韓
蕊
蕊
蕊
蕊
蕊
謹
鑿
蕊
難
慧
霧
舞
謬
蕊
譜
識
蕊
蕊
蕊
癬
蝉
識
辮
識
辮
鍼

る
た
め
で
す
ｃ

私
が
こ
の
仕
事
に
着
い
て
六
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
今
の
と

こ
ろ
そ
の
よ
う
な
申
し
立
て
は
、
一
件
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

こ
と
は
、
市
の
固
定
資
産
評
価
が
、
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
の
表
れ
だ
と
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
縦
覧
す
る
人
は
、
年
々
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

税
務
課
の
調
べ
で
は
、
昭
和
五
七
年
に
五
一
人
だ
っ
た
の
が
、

平
成
二
年
に
は
、
初
め
て
百
人
を
超
え
て
二
八
人
、
平
成
三

年
に
は
一
五
一
人
、
そ
し
て
今
年
は
一
二
六
人
で
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
自
分
の
固
定
資
産
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
表
れ
だ
と
、
私
た
ち
の
委
員
会
で
は
、
大
変
喜

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
課
税
台
帳
の
縦
覧
期
間
が
来
ま
し

た
ら
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

公民館の学級と講座は

5月に募集します 今

中央公民館

笠23－1

松岡地区公

a24-0424

「
高
齢
者
大
学
に
入
り
た
い
ん
で

す
け
ど
…
」
と
か
「
○
○
講
座
は

あ
り
ま
す
か
」
。
：
な
ど
う
れ
し
い

問
い
合
わ
せ
が
、
中
央
公
民
館
と

松
岡
地
区
公
民
館
に
た
く
さ
ん
届

い
て
い
ま
す
。

で
も
、
み
な
さ
ん
‘
ち
ょ
っ
と

お
待
ち
く
だ
さ
い
。
公
民
館
の
学

さ
い
。
公
民
館
の
学

▲3月6日閏の高齢者大学卒業式から

級
や
描
座
の
募
集
は
、

五
月
に
な
っ
て
か
ら

で
す
。
そ
の
詳
し
い

募
集
内
容
の
チ
ラ
シ

は
、
五
月
号
の
市
報

と
と
も
に
お
送
り
し

ま
す
。
そ
れ
を
ご
覧

に
な
っ
て
お
好
き
な

講
座
を
選
ん
で
く
だ

き
」
い
○

（
旧

豊田 1冒
雑



ど5年ごとに発行して

いるはなぬき俳句会

、
高萩柔道スポーツ少年団

＝

鞍 I
活動歴は22年
佐々満さん（安良jl l)

高萩柔道スポ少の団員は，幼稚園児から ＝

高校生までの男女合わせて50人で，柔道の

けいこに励んでいます。

ll"1145年に高萩市にスポーツ少年団本部

の組織がH}来ると|面1時に， いちはやく高萩

栄道スポーツ少年団として結成し，すでに22年間へ

え間活動を続けています。

高萩柔道スポ少は, 『柔道を通じ人間関係を深め，

お互いに協力融和"気持ちを尚めること』と『スボ快
一ツ少年団柄動を通じ，心身の鍛練を図ること。

翼ボｰソ…にな鳶こと』 0)B的を良く邸解し ゞ汗
て，心豊かな人Ⅲ形成を月指し，父母と団員と指

導者の三者が一体となって頑張っています。

海
へ

快

避

鼬

“
汗。

左から石井先生，鶯先生，会員の小川さん

練習日･ ･･i1週火･水･水・土曜日午後6時から9時まで

練習会場…市民体育館柔道場
ゆうし人

指導者…菅野勇進，大野憲司，佐々毅，大津敦，
丹生智|11,佐々満， ほか （敬称略）

＊入団は，随時です。やりたいな～と思った時，

いつでもどうぞ､ノ

■
８
１
口

ｰ己

私
は
随
筆
や
紀
行
文
な
ど
が
好
き
で
、
古
田
絃
二
郎
箸
「
わ

う
ば
す
て

が
旅
の
記
」
を
読
ん
だ
時
「
ほ
と
と
ぎ
す
鴫
け
姥
捨
は
田
植

え
こ
ろ
」
「
一
人
来
て
山
の
梅
見
る
寒
さ
か
な
」
な
ど
の
句
に
興

味
を
覚
え
、
そ
れ
以
来
、
俳
句
集
等
も
よ
く
読
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

現
在
、
中
央
公
民
館
で
俳
句
講
座
の
ご
指
導
に
あ
た
っ
て

ざ
坪
巨
こ
う
ど
う

い
る
鷺
孝
童
先
生
に
昭
和
二
四
年
に
出
会
い
、
俳
句
を
学
び

善
上
し
は
い
わ
ろ
く
こ
も
る

始
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
虚
子
俳
話
録
、
小
諸
雑
記
等

を
お
借
り
し
、
俳
句
も
少
し
ず
つ
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
高

こ
う
ろ
う

萩
は
な
ぬ
き
俳
句
会
、
水
戸
の
故
吉
田
高
浪
先
生
主
宰
「
し

い

ほ
さ
ゐ
」
に
入
会
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
俳
句
会
は
昭
和
二
十
四
年
九
月
十
一
日
の
水
戸

し

き

善

く
力
い

祇
園
寺
子
規
忌
句
会
で
し
た
。
子
規
忌
を
修
す
る
読
経
が
済

み
、
顔
を
上
げ
る
と
灯
明
が
少
し
ゆ
れ
て
い
る
の
に
気
づ
き
、

み
あ

じ
っ
と
見
つ
め
て
い
ま
し
た
ら
、
「
御
明
か
し
の
ゆ
る
る
が
ま

▲男の子も女の子も気合いが入ります。

ここ

朧塗 竺室全雪琴冬､.､

：
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Ｑ
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ま
す
。
高
萩
市
は
、
馬
と
石
炭
と
に
縁
が
深
く
、
昔
か
ら
民
衆
に

広
く
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
馬
の
守
護
神
で
あ
る
馬
頭
観
音
が

は
し
｝
、
？
か
ん
の
ん

馬
頭
観
音

高
萩
市
に
は
、
石
仏
（
石
塔
、
文
字
碑
を
含
む
。
）
な
ど
が
多
数

あ
り
、
千
体
以
上
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
今
調
べ
て
い

篝
灘

ノ

醗
凝ず&蕊導

唱癖

。
シ
湧
。
ン
源
。
沖
ｘ
、
エ
ヌ
。
浜
浜
口
ｘ
ｘ
Ｑ
ｘ
ｘ
Ｄ
ｘ
ｘ
ｏ
ｘ
ｘ
ｏ
ｘ
ｘ
ｏ

爵

柏義夫さん(高萩.左)と

下村哲さん(安良川）

4’
一

同然と対話しつつ俳句を

排f｡‘句# J★沼田＜ﾘさん★(安良川)

寄
稿



○鯉沼照雄さん
(月円前町）

恋人とのﾂｰﾘﾝグが夢

手綱工業団地の星，㈱シ

ンニッタンのヒーロー，鯉

沼照雄くんを紹介します。

☆昭和49年8月29日生の乙

女座☆身長168cm☆職場で

の彼は，最新鋭工作機械の

オペレーターとして才能を

フルに発揮し，入社1年で

鶏簿
蕊懲靹鵜

蕊

識識蕊
蝉卑癖鐙

鶴

あることを感じさせないほど仕事の覚えも早く，職場の◎

上司，仲間の信頼感も日々に高まっています。☆昼休み

には，体育館でバドミントンに汗を流し，仕事を終える

と， "恋人とのツーリング,’ を夢見て免許取得に挑戦して

いるところです。 しかし，免許と恋人を一度に手にしよ

うと言うのは， ちょっと欲張り過ぎですね。☆将来は，

いつか見た『プット ・ルース』の主人公のような角兵衛

獅子， いや革命児になるかも…｡★YouareourHIRO./

インタビューは，電算課の小川博さんでした。

鯉沼さんは，ここで仕事をしていま式
．』、 ないて】す 才』

☆㈱シンニッタン本社工場府内泰生社長☆上手綱3333

-3☆資本金34億7千万円☆東証2部☆年商190億円☆事

業内容：業界最大手の企業として自動車，建設機械，精
かながた

密金型などの部品を大型新鋭機で生産しています。☆人 ‘

の和を基本とし，

明るく， さわやか

で，常に何事にも

果敢に挑戦し， さ

らに従業員の生き

がいある企業が目

標です。

◎

筆

蕊
蕊畿嶺 鰯

蕊蕊 》

鴬:]F 理
嘩劇、

蕊

ー

ま
の
子
規
忌
か
な
」
と
、
ひ
と
り
で
に
句
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
句
が
先
生
選
に
入
り
「
や
れ
ば
出
来
る
」
と
気
を
強
く
し

ま
し
た
。

句
会
に
も
憤
れ
る
と
句
も
堂
々
巡
り
に
な
り
や
す
い
の
で
、

初
心
を
忘
れ
ず
句
作
を
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

は
な
ぬ
き
俳
句
会
の
二
月
例
会
は
、
上
手
綱
の
穂
積
家
住

」
ゆ
ん
ろ

宅
の
春
炉
と
周
辺
の
吟
行
で
し
た
。
い
ば
ら
き
俳
壇
選
者
の

そ
う
と
“
？

石
井
双
刀
先
生
と
鶯
孝
童
先
生
に
ご
指
導
を
仰
い
だ
句
会
で

し
た
。選
者
吟

ろ
た

遊
ば
ん
と
こ
の
炉
焚
か
ん
と
今
Ⅲ
は
来
し
双
刀

け
し
Ⅵ
だ

ひ
と
け
む
り

煙
出
し
よ
り
春
の
炉
の
一
ト
煙
孝
童

尚
萩
は
海
、
山
、
水
に
恵
ま
れ
た
美
し
い
ふ
る
さ
と
で
す
。

こ
の
自
然
と
対
話
し
つ
つ
句
作
を
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

波
間
に
乗
り
て
夏
来
る
わ
が
川
よ
く
り ）

溌瀧繼穏識｡ ③ O c o O O o D ○ C c o O O C O o O C C ◎ O C O D o O o ⑨ o O O O O o o Q C ◎ o O D c c q O O O o O o D o ｡ ｡ ｡ ｡

高萩炭礦㈱の運炭馬夫一同が

建てた石仏。

建立＝大正5年(1916）

高さ＝約210cm

…安良川
▼

多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八

（
黄
門
様
）
が
、
大
能
に
牧
場
を
開
設
し
た
か

も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
牧
場
か
ら
産
出
さ
れ
る
駿
馬
は
、
き
わ

、
き
わ

苫
Ｊ
Ａ
ｆ
グ
ー
浪
小
九
１
．
０
Ｆ
昨
小
Ｊ
１
烏

▲

ギゴ約〃: 上 ・ 1み

大山祇神社内に建てら

れた軍馬の供養塔。

建立＝昭和13年(1938）

高さ＝約127cm

”･大能

二
７

め
て
優
秀
で
、
荷

物
の
運
搬
、
農
耕
な
ど
の

使
役
馬
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
、
戦
時
に
は
、
軍
馬

と
し
て
遠
く
外
国
ま
で
出

征
し
て
行
き
ま
し
た
。

に
水
戸
光
圀
公

Ｄ
で
は
な
い
か
と

驚 ■
再
Ｆ
三

▲

頭上に馬頭が刻まれた珍しいもの。

建立＝文政元年(1818） 高さ＝約66cm

…秋山
農

〃

15）



/一

消
防
ボ
基
ノ
積
載
車
を
配
置
く
ず
の
種
を
贈
る

；
麹

せ
け
な

０
割
望

刈

副

〉

》
鍛
蝉
鍛
撫

割
] 』罐
･錘
}懇
瀧弗
蕊⑪当

F錨

ﾐ曹蝿
､ ､口畠

鱸§

鶏
f出増謎

i;蕊;弓<穂蕪
鴎串蕊

難
謹繊

串露､ <識

蕊
識;観f職

¥識

蕊
芳燕門

蕊蕊

;蕊
駿繊津

溌
騨垂 ,
，鱈： ､由
F ,晋設晶

露巽綿､

灘鮮晶f

議
群鐘
囎]晶蜜

誌甥働,

戸
田
麻
美
ち
ゃ
ん

（
下
手
綱
）

地域における消防活動のより一層の強化を

図るため， 2月26日”市役所玄関前で，若

栗の第16分団と中戸川の第21分団へ， そ~れぞ

れ消防ポンプ積載車が配置されました。

ﾉt

謹設

鍵議

ー

､:

お母さんが「お父

さん‘たばこの火はニダレヲ ダー11、－v／ノ逗U－ 潔．

ﾍｰ鶴 患

大丈夫？」 と言うのを聞いて， ‘‘たばこの火ちゃんと消そうよお父さ

ん” と，火災予防の標語を作ったら，最優秀賞に選ばれて，消防長

さんから賞状をもら患した｡…3月2H(月)/松岡小学校校庭

；
単
響
鏥
》

矩

＃
』』鐸為雷

灘蕊蕊謹侭録幾麗いゲ…トボ…ル
議
蕊
灘
鶴
蕊
鍵
蕊
鍵
灘
議
蕊
騒
熱
灘
鶴

＃

辮
癖
錨
麹
窪
簿

昭和62年に市内の洋裁訂||練校に研修生とし

て来日していた中国藺州市の女性6人が，県

の国際交流協会の招きで来日し， 2月28日燭

市役所を訪れました。市では，黄河流域の緑

化に役立てて欲しいと，市民のみなさんが採

集したくずの種1kgを記念に贈りました。

夢

沼用洋一
くん

（島名）

輔
帯
、
、
む
ふ

は
ば
た
く
集
い

蕊簿

職
識
群
碑
嘩

夢Lう ず

いL二仁､子舎ご
－ 1--づ一／－

また．み

鼻,;

ゲートボールは初めてだったけれと慧，ぼくとお母さんは

ね－” ってみんなにほめられて， うれしくなっちゃった。

んなで楽しみたいな。…3月8日旧)／秋山小学校校庭

旦三

恥
膠

設
、

、

韻

、

ｊ
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新社会人として飛び立つ中学生の不安解消

と実社会の正しい理解を深めてもらい，勤労

青少年として健康で明朗な気質を培うための

研修会「はばたく集い」が， 3月11日鮴)に開

かれ，東京ディズニーランドへ行って来まし

た、

癖
…
鴬

’

灘
》
懲

畢
馨
出

韓
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貼
貼
蕊

水島芳子先生(高浜町)_を中心に， フランス刺しゅうを学んでいま

す~･テーブルセンターや額，掛け軸など大小さまざまな作品に挑戦

しています。活動は，毎月第2， 4木曜日です。 麓

冊



上零で鳴よう徳篤蕊#；

潮
菊地三

真冬の冷たい

竹馬が上手にな

庭で素足になつ

きた子どもたち

溌蕊
"日旧)／あおぞら

このコーナーでは，まち

の話題を紹介します。あな

たもミニ記者になって， ま

ちの話題を写真でお寄せく

ださい。

幾
許
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結成2罵隠蕊議意識
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オンズクラブ

に実現したこ

収益となり，

充実すると喜

高萩ライオン

、大心苑
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職職礫灌蕊購蝿:蝉願
い，の気持ちで捨てた鎧脅でしょうね｡拾うことは大変で
す｡一人ひとりが気をつ,髄し､ですね"…3月8H旧）
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瀞
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（下君田）

舞織息蹴篭で驫濤 譲禽瀞

鵜蕊識

ｒ
封
田
三
郎
鍾
が
今
鍔
名
）
撮
影

謡

鱒

惑

篭

去年の君

小まつりの

時から作I)

蕊

；
－

与凝

鞭夕蕊I

始めて，やっと完成したん

だ。大きいけど， ちょっと

の風でもよく回るんだよ。

蝿鈴木健太
＜ん

（上君田）

プロペラ

の長さは4

mで50kgも

織為
蝉鑓灘蕊辮誠;癖瀞鍵欝辮霧饗篭溌譲鶏蕊…癖驚

単独で練習してきた上島名老

人クラブカラオケ愛好会も，今

回，舞台に立てて最高です。そ

れに，出演者や商店会の協力で

抽選会の賞品が， なんと400点

うれしさも2倍です。

…2月29日旧)／文化会館

添
田

い
ち
（
島
名
）

丘
〈
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L÷菊地隆範さん(東本町)撮影

，ぼくたちはロープで引つば

／君田小学校校庭

あるので先生やお父さんが柱を支え，

って立てたんだよ。…2月22日仕レ

(r7



トロッコが

登場

良_三さﾝもの

を展示

歴史民俗 4

盆23－7229 l叉l耆館に洋画家鈴木良三さんの作品

『五浦｣(80号)を展示しました。この汕
い-,すいかい ひき え

絵は，茨城一水会会員の鈴木寿枝さん

(束本町)を通して，鈴木良三さんから

高萩11jに寄贈されたものです。鈴木良

三さんは，昨年11月に平成3年度の文

化庁長'向賞を受賞するなど芸術文化部

門で高い功績を上げられ， 94歳の今も

意欲的に創作沽動や美術界の振興に）辿

くされています。

司籔雫暉認

争 《 恩（ 乳§Jい』？；

鈴木良三さんのプロフィール

水戸市川身で，現在は東京郁に'二！

野区江原l111､にAI+住。 ｜ﾘ1ifi31年3ﾉ1

291］に生まれ医者となるが，水戸
つれ

市出身の大芸術家・中村珠氏と

の出会いで洋1m家となる。

図耆館の東側にトロッコが登場しまし

た。このトロッコは，高萩炭砿で昭和42

年の閉山まで，石炭の運搬に実際に使わ

れていたもので，高萩炭砿㈱から寄贈を

受けたものです。

高萩地方で採炭が始まったのは，江戸

末期といわれていますが，産業として本

格的に採掘が行われるようになったのは

明治中期のことです。明治期から昭和初

期にかけて炭鉱は，エネルギー産業の中

心として発展し，特に戦後まもないころ

は，唯一の動力源として重要視されまし

た。 しかし，昭和30年代のエネルギー革

命によって，石炭は石油にその地位をう

ばわれ,高萩の炭鉱も昭和42,43年に相次

いで閉山しました。

昔のままの姿を残すトロッコを，ぜひ

子どもたちに見せて，歴史の流れを話し

てあげてください。

一
）

キ マ
轡 へ

高萩市は鈴木先生の第2の故郷鈴木寿枝さん（東本町）
鈴木良三先生は, “高萩市は，僕の第2の故郷” と言って高萩市をこ

やすし

よなく愛しています。鈴木先生は，故人高康先生(元衆議院議員･安良

川出身） と旧水戸中学時代より無二の親友でした。学校が休みになると大高家へ泊

まりにきては海で遊んだり， また大高先生が水戸へ泊まったり，学校でも二人は隊

長と副隊長を務めるなど卒業後も家族ぐるみのお付き合いが続いたそうです。

昨年，茨城県近代美術館において鈴木良三・佐竹徳展が開かれ， その時，壁面を

飾った『五浦」の絵が，高萩市へ寄贈されました。青少年の心が殺伐としている今

日，私はこの絵の前に立ち措き少年時代のお二人の友情を思い， また，故人を思い

つつ自然へのあこがれとロマンを追求し続ける鈴木先生を思うと胸が熱くなります

そして， このような絵の橋渡しができたことをうれしく思います。1
鼠"＝z皇豊竺璽竺璽"'診…､空窪甦~…………………理ｼ箪"ｼ……：‘隠

;4月1日付の 1

1市役所の人事異動
L〆

〈

； です:
リ ！ ’内は,前の按職です｡;
§…=…理……………一一一幸＝垂垂畢垂垂曇辱-窪=----麺
馴

耀罵土地蝋蕊"琴=愛川…
N萩・北茨城広域工業用水道企業団課長）

ハー､究彰唾逐グザジ－℃彰診､ザ理▼でツシシ唾彰VシヅV,グゾYVVマツVVVツジゾジシゾシゾジツvv,〃vツゾ爺､妙ハザ､〃ツザッ､〃･ザツ､〃ツ､シゾジ"ぜ￥'シ零通〃vへ

方農業共済事務組合課長補佐)○都市計画光係長)○庶務課文言係長＝黒沢行雄(松

課長補佐＝鈴木賢治(茨城県土地開発公 岡地区公民館係長)○商工観光課観光係長

社)○高萩市土地開発公社課長補佐＝前 ＝渡辺悦夫(市民活動課主任)○市民課管

田忠雄(企画開発課長補佐兼開発係長)○ 理係長＝下山田広美(建設課主任)○税務
建設課長補佐兼管理係長＝大|ﾉ1健一(庶務課市民税係長＝細金文孝(税務課国民健康
課文書係長)○職員課長補佐兼職員係長＝ 保険税係長)○水道課工務係長＝下山田博

愛神永安和(職員課職員係長)○保険年金課光(都市計画課区画整理係長)○都市計画

長補佐兼医療福祉係長＝澤田和典(保険年課区画整理係長＝下山田忠広(水道課工務

金課医療福祉係長） 係長)○企画開発課企画係長＝平田晴一

（財政課財政係長)○財政課財政係長＝柴

‐

例

出浩之(企画開発課企画係長）○総務部参事兼財政課長＝高橋一也(財政

課長）

《係 長》

○税務課匹|比健康保険税係長＝土岐栄(H

立・高萩･十王広域下水道組合係長)○高

萩･北茨城｝玄域工業川水道企業団係長＝村

田始( |]立･高萩･十王広域下水道組合係

長)○高萩市･十王III]事務糸Ⅱ合係長＝佐々

木敏三郎(禍祉事務所社会係長)○日立･高

萩･十王広域下水道組合係長＝大和田通明

(福祉事務所主任)○高萩TIj土地|淵発公社

係長＝北畠敏彦(建設課管理係長)○松岡

地区公民館係長=l11 1 1滋美(商]観光課側

ザ

，

＄
●

；
＄
§

●
，
鳧

《新規採用者》

○山縣幸平＝都市計画課○松本栄一＝農

林課○鈴木敦子＝高萩保育所○中野美帆

＝秋山保育所○原千賀子＝第一幼稚園○

岡部|車子＝衛生課

《課 長》

○高萩市土地開発公社副参事＝松本三郎

(市長公室副参事）

《課長補佐》

○企画開発課長補佐兼開発係長＝鈴木修

司(高萩市･十王町事務組合係長)○福祉事

務所長補佐兼社会係長＝大森滋久(多賀地（
《平成4年3月31日退職

鈴木貴之(農林課）

Ｘ
噸
淵
凱
洲
』 (18



’
総数35,336人(＋27）

男17,421人(＋22）

女17,915人(＋5）

11，()12世帯(＋21）

闇
醗

§ 緬醗 固定資産･都市計画税(1期)／国民年金(4月分）

お忘れ怠く。 4月30日(木)までにネ／

局
3月1日現在

（ ）内は前月比

＃
i‘

§
鶴.職

隅。

さみい ぼ つ み

t和町の浅田君尹さんと本町の池田奈都美ちゃん

｢奈都美は， クワガタやカブトムシな

:.の昆虫が大好き。今， カマキリの卵

､ら幼虫になるのを待っているんです

:Q｣

蕊鱗蕊蒋鶴鴬溌蕊箪鷲蕊鍵議議蕊蕊蕊鍵議

大

と

f重度身体障害者(児)の

i保険躯督蓋ります
蹄

出旦

F 可

L｣ ：!

＄
住宅等整備費補助制度

J品、 、

] , ､

さ 唇晋

；’ 号串縞晋錘

f盈 噌串曹

宝騨さ蝿

予晶 ?f

L '黙，
汁晋F

識舟
謬 零z

穂 爵
聖謹．

?鐸噂

琴孫
骨誇も巽韓

轍壷齢
藩邸 ､

裁篭噌

員憲鞠暦
匙二謂二
巴電電皇
諄鍵盤

皇袰骨静
ごﾆ 角 『J
無 ,噂二

勧雰埼響

雷雷溌

ご託蝉龍

塔』 謡
塞窪

選溌蕊

身体障害者(児)のために，住宅等の整

備（玄関や廊下等の通行の円滑化，及び

浴室や便所等の使用を容易にするなど｡）

を行う場合，対象経費(70万円限度）の

4分の3(525,000円以内）を補助します。

身体障害者(児)の要件

・身体障害者手帳の交付を受けて

おり， 1級または2級に該当す

る下肢障害， または体幹機能障

害を持つ人。

・身体障害者(児)の世帯が，所得

税非課税世帯以下であること。

申込期限5月30日仕)まで

4月から，納めていただく国民年金の

保険料が， 月額9,700円に， また付加保

険料については， 月額10,100円になりま

す。

この保険料を4月中に1年分まとめて

納める(前納)と，下の表のように割り引

きになりますので， ご利用ください。

，
刀
、
よ

割り引き額月々納めた場合 前納をした場合

116，400円

(9,700円×12か月）

‐

定額保険料 2,810円113,590円

定額保険料
十

付加保険料

121，200円

(10,100円×12か月）
2,930円118,270円

I障害者住宅整備資金貸付制度I
「
且
■
■
■
■
■
■
■
■
■

ｒ
Ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
■

ビデｵｺﾝｸｰﾙの入賞者決定|’ll第1回特設人権相談会
「
４
■
■
■
■
■
■
■
■
■

Ｆ
Ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
■

』

市のビデオコンクール応募作品13点の

中から，次の作品が入選となりました。

最優秀賞

「四季とともに』 時l11奇清さん(島名）

優秀賞該当なし

佳 作

『山林火災」 佐藤健さん(日立市）

『ダムのやくわり』

大森智子さん(日立市）

『土岳登山案内』佐藤重遠さん(島名）

『無題』 松丘高校2年演劇部

『第2回十王まつり」平一さん(十王町）

特別参加賞

『空に大きく深呼吸』 大心苑
いるど

「花貫渓谷の彩り』
大部孝雄さん(中戸川）

障害者（身体障害者手帳の1級から4

級まで， または療育手帳A) またはその

障害者と同居する世帯に対し，障害者の

専用居室なと・を増・改築や改造するため

に必要な資金を貸し付けます。この資金

は，国民年金厚生年金積立金の還元融資

によるものです。

貸付限度額2,181,000円

貸付件数2件

利率年3％

返済期間 10年以内(うち2年据え置き）

申込期限5月30日出まで

人権擁護委員が，人権に関する相談を

お受けします。

と き 5月13日㈱

午前10時から午後3時まで

ところ市民センター・ 2階会議室

相談内容○土地・家屋等の借地や借家

○財産の相続

○金銭の貸借

○その他
）
．

〆犠涯扉通安全鬮蹴
1ドアしめて

Lベ眺離調ま竺弓
犬猫だづて家族計画

「
ゴ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
１ 《

Ｉ

もったいないから

蕊蕊豊識蕊鍵

鱗
飼い主が， ‘‘繁殖制限(コントロール)”

しないと， たちまち増えてしまいます。

これ以上，不幸な子犬や子猫を増やさな

いようメス犬に避妊手術をしましょう。

また， オス犬にも去勢手術をしましょ

う。飼い犬や猫が， よそで自分の子ども

をつくっておいても “知らん顔”では困

ります。オス犬や猫の飼い主にも責任が

あります。

避妊・去勢手術については，最寄りの

動物病院(獣医師)に相談してください。

1
P観『茜

ますo色包装紙などの残りで折って壁

使え 掛けや飾りものを作っては，お年寄りに
プレゼントしたりします。佃煮などの小

ピン類や，ポリ製のふた付きの入れ物な

どは，小物入れに使えますよ。

リサイクル

包装紙
…

久蕊』
こ
ぶ
僻
凡
回

Oみなさんのちょっとした工夫などをこ連絡くだ’さ(b・市民活動課云23-2111内線262

⑲

織職嫌蕊溌鱗l職認穂繊維識蕊鍬艤霞』認驚静鏡鴬譲：

福祉事務所 壷23-2111内線353
蕊議蕊蕊謬蕊;録譜爵蕊鍵篭鏡§職#; ゞ鐡零蕊#鱗:蕊鎌難職#燃鶏繩織

保険年金課 壷23-2111内線232
ノ

市民
~

苫動 果 念23=2111内線262福祉事務所 念23-2111内線353
I

龍馬課¥ ■F ：忠か;毎23-211］内線201
芯-; 鱸,､: ｡. ,ｷｰ .: 1 ， : - , , 1 ~ , ､ ; ･ ' 1 ､

鐵爵

保 センター 念24-2121
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1第22画県北地区身体障害書スポーツ大会

投票日は…
「
Ｊ
Ｆ
』 一

鱗

謹蕊
舞薑 :鍾灘

鱗
お
鞭

月 呂旧です

霧瀞蕊蕊溌蕊
大部祐子ちゃん(島名･3齢)の絵ですこの大会は，身体障害者の体力の維持

や増強を図るとともに，地域社会におい

て障害者に対する正しい認識を得るため

に，毎年開催されています。今年は，高

萩市が会場になりました。さらに今年は

｢国連障害者の10年｣の最終年にあたりま

すので，市内の各種団体の協力を得て，

最終年にふさわしいイベントを多数用

意します。また，一般参加種目 （パンく

い競争） もありますので， お誘い合わ

せのうえご来場ください。

と き 5月17日(日)／午前10時開会

ところ高萩中学校グランド

・雨天のときは， 同体育館

社会福祉へ＝樋渡喜一さん･大和町(50，

000円)/高萩カラオケ望み会(30,000円）

／望み会カラオケ発表会(3,854円)/県北

地区同盟会(9,473円）

香典返しの一部＝神代哲寿さん・上手

綱(100,000円）

安良川支部社協へ＝谷田部庄一さん他

9人共有地権者会(30,000円）

交通遺児へ＝‘駒木根とし子さん･有明町

（30,000円）

快気祝＝長久保ちよさん･赤浜(100.000

円）

▽福祉事務所へ寄贈
聴力障害者のための｢電話お願い手帳」

100部，外＝NTT高萩支店

▽教育委員会へ寄贈

新入学児童に交通安全帽子468人分＝

高萩市農業協同組合

▽中央公民館へ寄贈

掛け時計2個＝山下博史さん・島名／

放送機具一式＝高齢者大学卒業生一同

▽図書館へ寄贈

新本＝宮脇則子さん・島名／NTT高萩

支店／矢代勝彦さん・安良川
なんぱ

古耆＝難波讓治さん･有明町／小沼仁

さん・大和町

社会福祉へ＝樋渡喜一さん･大和町(50，

000円)/高萩カラオケ望み会(30,000円）

／望み会カラオケ発表会(3,854円)/県北

地区同盟会(9,473円）

香典返しの一部＝神代哲寿さん・上手

綱(100,000円）

安良川支部社協へ＝谷田部庄一さん他

9人共有地権者会(30,000円）

交通遺児へ＝‘駒木根とし子さん･有明町

(30,000円）

快気祝＝長久保ちよさん･赤浜(100.000

円）

▽福祉事務所へ寄贈

聴力障害者のための｢電話お願い手帳

100部，外＝NTT高萩支店

▽教育委員会へ寄贈

新入学児童に交通安全帽子468人分＝

高萩市農業協同組合

▽中央公民館へ寄贈

掛け時計2個＝山下博史さん．島名／

放送機具一式＝高齢者大学卒業生一同

▽図書館へ寄贈

新本＝宮脇則子さん・島名／NTT高萩

支店／矢代勝彦さん．安良川
なんぱ

古耆＝難波讓治さん･有明町／小沼仁

ん・大和町

参議院の茨城県選出議員の補欠選挙の

投票日は， 4月12日(日)です。

くらしにつながる大切な一票です。棄

権することのないよう，みなさんそろっ

て投票しましょう。

1就職した学生さん皇続きをI一
）

癖I謬認轍零幾J零謁農聴斑識甫i譲鼠鮮零f叢輔議ﾐえ聯戦ｽ零溌』零;溌零翰鍔篭縢瀞､乎騨鶏零簿率製汎

鋳灘灘識蕊議蕊嬢蕊蕊蕊蕊簿織蕊蕊蕊ゼ
ミ蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊議蕊鎮鎮蕊議蕊鴬

蕊發議蕊識睦騒鰹
瞳I識診蕊認識職禽顯識議錨篭癖患織爺蕊懲錘:i織議錘鋤識鳶蕊鎧鎚i;織癒織謬

叡蕊曾鯉惣蕊蕊勵躍険葬霊諜
聡｡; ､ ､ -､畢奪"種 : ､識.灘

学生さんで20歳以上の人は，国民年金

に全員加入することになっています。国

民年金に加入している人で，今春，就職

して厚生年金や共済組合に加入した人は，

『国民年金被保険者資格喪失届｣の手続き

をとってください。

この手続きをとらないと，同時に2つ

の年金制度に加入してしまうことになり

ます。また，支払いの必要のない期間で

も，納入催告や未納のお知らせの通知な

どを受ける場合もありますので，必ず手

続きをとってください。

○手続きに必要なもの

社会保険(または共済組合)の保険証

国民年金手帳

印かん

※手続きの用紙は，保険年金課にありま

す｡

|I |I国民年今証書の提出を

｣宮“趨謹簿?蕊緑険蕊篭課
嘩‘ ：. ． . ､ I ､ : . ､識､患 ､津 ：、

L

昨年4月から,国民年金証耆（福祉年

金）の提出が， 4月と8月の2回になり

ました。 4月支払い（4月13日(月)以降)の

年金を受け取りましたら，すぐに保険年

金課へ国民年金証書（福祉年金） を提出

してください。

これは， 8月支払い分の金額を証耆に

記入するためで，提出が遅れたり忘れた

りしますと， 8月支払い分の受け取りが

遅れてしまいますので，必ず提出してく

ださい。

提出期限4月30日嗣まで

画 〆

きのうちよし ｜東海村伝、

木内克大賞野外彫刻展

リ
)て〃

おう〃
水戸市出身の彫刻家，木内克の生誕百年を記

念して，木内克大賞野外彫刻展が桜の開花とと

もに， 4月4日仕)から開催しています。

同時に， さくら祭も4月19日(日)まで開催して

います。ご家族そろってご来園ください。

と き §且覗く子どもの日〉
ところ阿漕ヶ浦公園内(村松579番地）

展示作品全国から作品を公募した結果,123点

の応募がありました。審査によりその

うちの30点の作品が，園内に展示され

ています。

入場料無料

※問い合わせ東海村役場・社会教育課

壷(0292） 82-7811

第10回市民ギャラリー
彊尊'…鍛蕊涛溌鯉慈溺燕

溌鐘塗篭蕊驚鏡難鐙:蕊

｢春の山野草展」藍黛

山野草に趣味をお持ちの愛好者

の作品を， たくざん展示します。

､ 』串<其濫

｡, '観 職
踊争理式愚
、き､ 顔J[

砦'鋸製､《蕊

[, f母殿j
､､ 母､騨
唆､ 色ハ､ ､ と

と 美
‐ 5月8日(金)から10日旧)ま

で//午前9時から午後5

時（最終日は，午後3時

まで）

文化会館・ホワイエところ

▲昨年の山野草展から

~
贈 … ､…： 串， 、: J

角､晋設骨､､蹄句] [口設、
品､ F 串 理’ 、、 串 串 J 串 f 串 砧骨]晶嗜J品､、 ’…]串 二] ｡

』 ､<⑪』繊鍵‘蕊謹議灘騨溌

〃

”

感軍認;f惑轟閲姦恥蕊謹

慧萩詣篭拳麓謹峯蕊鐵騨蕊溌津
(蕊謹課鰯)i錘蕊篭瀕群鰯線と3鞭
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1第'8回楽しく遊ぼうみんなの広場

【，

盧竺壽訂石井和枝さん a23-3801

壷23-1131
皇ノ

教育委員会
、現在，高萩市母子寡婦福祉会では，母

子寡婦家庭のみなさんが，安心して明る

く生活できるよう，次のような事業を行

っています。みなさんも，ぜひ会員にな

って活動しましょう。

会員の親睦と母と子のふれあい事業

○母と子の1日バス旅行，親子料fll職座

新年懇親会なと・･

小口資金貸付事業

○緊急に必要が生じた場合に，－1 |10万

円。

研修会

○新入学児童への祝占11I支給

福祉情報提供
ははこ ぐざ

○機関紙｢母子草｣を年31ul無料配和。

母子家庭，寡婦の生活向上のための運動

○法律や制度の獲得，改善などの要望。

◎年会費は500円ですが，行事などの参

加費は，いずれも無料です。詳しくは，

母子寡婦禰祉会会長石井和枝さん(恋23

-3801), または福祉事務所(a23-2111

内線356)へ。

新緑に包まれる森林公園で， ‘恒例にな

りました"楽しく遊ぼうみんなの広場"を

開催します。友だちやご家族そろって楽

しい一Hを過ごしてください。

と き 5月10日('1）

午前10時から午後2時まで

ところ森林公園

弾

繊鯛鰯且W熊閨相談薑
鈴木清相談員／市民活動課･内線261

雛鬮鯛謎鰕堪懲皇
市民活動課･内線261

蝿噌鯛關雪:曜日J午前，
保険センター念24-2121

馳脚躯驚電話で打ち合わ
高萩小学校金23-4240

鯛離鯛霊駕態1～
念22-5683／社会福祉協議会･内線354

躯瀧鯛需蠕鹸1～
壷225683／福祉事務所･内線352

鬮鬮息穏園鬮､剛同掴閾
4月24日園／午前9～12時／市民センタ

ー金22-5683／身体障害者手帳とハンコ

を持参のこと｡／福祉事務所･内線353

尋劉甥瀞鯛灌露
ネ｡／教育委員会指導課念23-1131

蝿醗』篤;鴉懲罰鴇，
ひろみ さ豊 二

鈴木廣美さん(上手綱),原口咲子さん(舂日町)へ。

鯛識鯛廉津焦瀞
水戸自動車保険請詞目談センター･水戸市南

町3-4-57／水戸セントラルビル4階き(029

2)25-1331／弁護士相談日は毎週水曜日

午後1～4時／電話(直通)での相談は念(0

292)26-1693

たんし』

|’1 丹生神社の棒ささら
ー

笛や太鼓にあわせて舞う三匹の獅子頭

の群を， ご家族でお楽しみください。

と き 4月12日(I I)

午前10時から午後1時まで

ところ丹生ﾈ''1社(下手綱)境内

1高談畷調演奏会 1

1ボｰｲｽｶｳﾄ団員蟇集中11 音楽をこよなく愛する団員が奏でる調
べを，ぜひお楽しみください。

と き 4月26日(I I)/午後6時開演

ところ文化会館

曲 目 ラプソディーインブルー，ディズニー

メドレー， スターダスト， ほか

指揮伊勢井真一，武藤隆行，志田信

彦，酒井一郎 （敬称略）

野外での活動を体験してみませんか.ノ

募集団員

○カブスカウト……小学2～4年生

○ボーイスカウト…小学5～中学3年且

○シニアスカウト…高校生

）
》

入場料無料◎指導者…･………20歳以_l二の男子

締め切り＝4月301]"

/引北茨城市’ ●

花園神社例大祭
北茨城市無形文化財･･ささら舞い

と き 5月51 |<子どもの日〉

午前9時から午後2時まで

ところ花|東|神社(北茨城市華川町）

内容●宿礼の儀式…午前9時から

民家の庭先で3人の子ども

がささら群いを踊ります。

●大榊のお道払い…午前10時から ※償

神社の参道を氏子が大榊を 城T|]

引き厄|して清める儀式。

●神社奉納"午前10時30分から

ささら舞いの神社奉納。本殿

前でにぎやかに行われます。

・お仮屋渡御…午後1時から

日光東照宮の祭礼を模したと

いう，平安絵巻きさながらの

行列。

※問い合わせ北茨城市観光協会（北茨

城市役所商工観光課内)a43-1111

’’
5月の日曜当番医

L

時間は,いずれも午前9時から午後4時までで式

20

溺慧

灘
議
蕊
議
》
蕊
辮
蕊
溌
蕊

蕊霧蕊蕊蕊蕊鍵鵜蕊鍵鳶識蕊蕊蕊蕊蕊鍵譲蕊灘識

くら

◎4月の土曜閉庁は，

大高達也さん 盆22-3048
~ ノ

吉ﾉ||文隆さん
漣蕊鑿謹蕊驚議薙譲蕊鍛蕊

蕊灘
驚蕊 聾醗

壷24-0833
-ノ

3日

l()日

17日

24日

31日

飯島医院

高1

十王医院

石病院

滝川医院

自十疾院

胴病院

大和町

安良川

卜王町

東本町

春日町

東本町

壷22-2235

冠23-1122

念32-3266

冠

丑

冠22-2697

)-1711

)-3100
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脅町

溌蕊

市指定天然記念物の山桜は，推定樹齢約300年。高さ約25メートル，幹回り約5.6メートルもあ

り，県内でも屈指の山桜です。この山桜の開花は昔から花暦として地域のみなさんに親しまれ

ています。例年，満開時は4月20日ごろですが，今年は早目とか…。さて， うまく出会えるかな。

蟻蕊譲ボ

家の前の道路が国道にな
った。バンザイノ名前は日

光・高萩線と決まりましたく

東北自動車道(4号)と常磐

自動車道(6号)を結ぶ一番

近い道路なので461と呼ばれ

たのかな？いずれにしても，

これから12市町村が力を合

わせて整備の促進を図って

いくことが大切です。 （春）

いかがですか， 4月号…。
昨年よりちょっと予算がつ

きまして表紙と裏表紙に色

が入りました。各ページの

レイアウトは，少ない知恵

を絞って四苦八苦の末に出

来あがりました。たくさん

の人が登場できる紙面にし

ましたので，ぜひ，ご連絡

をください｡ (ヒロ）

叩

Ⅳ

こ

い

面

ー

１

口

、

ｊ

０

士

虻

ｆ

貼

ｆ

４

丁

曜

副

市民憲章
自然をたいせつにし，美しいまちをつくりましょう ．

きまりを守り，明るいまちをつくりましょう ‐

礼儀を正しくし， うるおいのあるまちをつくりましょう

元気で働き，豊かなまちをつくりまし笈う ，

思いやりのある，あたたかいまちをつくりましょうゞ “
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この市報は，エコマーク認定の再生紙を使用しています。
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